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序 文

カルチノイド は らが提唱する

（ ）系に属する細胞が腫瘍化した の一種で
あり，セロトニン （ ），
ヒスタミン 等の生理活性物質を産生 分泌するの
が特徴である）。カルチノイドは全身的には消化管，気管支，
膵臓，卵巣などの臓器に発生する比較的稀な腫瘍であり，
その好発部位は消化管，なかでも虫垂，小腸等に発生する
頻度が高い ）。消化管カルチノイドは粘膜下組織を中心に
緩徐に発育する悪性度の低い腫瘍であり，発生する部位に
よって組織学的に特異な形態を示すのが特徴である）。
今回，われわれは胃に発生した 例のカルチノイドを

経験したので，その細胞学的特性を検索するために，腫
瘍組織に対して 法による免疫組織化学
的検索をするとともに若千の文献的考察を行った。

方 法

ポリープ切除術 によって採取した症例が
例，胃亜全摘術が 例，内視鏡的粘膜切除術

（ ）によって採取した症例が 例で
あった。採取した腫瘍組織を通常の中性緩衝ホルマリンで
固定後，パラフィン包埋を行った。パラフィン包埋をした
組織をミクロトームで に薄切した切片に対してそ
れぞれヘマトキシリン エオシン（ ）染色，過ヨウ素酸
シッフ （ ）染色，アルシアン青
（ ）染色，銀染色としてグリメリウス 染色

とフォンタナ マッソン 染色を施行した。
また同様に薄切した切片に対して 法によ
る各種マーカーの免疫組織化学染色を施行した。
倫理面への配慮については，患者さんから手術承諾の
許可を得て，手術材料から作製した病理組織標本である。
なお，症例報告における倫理面への配慮については，現

在，愛媛大学医学部において検討中である。

結 果

臨床所見 表

年齢は 歳から 歳， 例は男性で 例は女性，平均
年齢は 歳であった（表 ）。
自覚症状が出現した症例はなく，転移した症例もな
かった。
発生部位は胃角対側大弯が 例，前庭部が 例であっ
た（表 ）。
病理学的所見 表 ，表

肉眼所見は山田 型が 例，山田 型が 例，早期胃
癌の 様が 例であった。
大きさは から であっ
た（表 ）。
腫瘍の深達度は粘膜固有層が 例，粘膜下組織が 例，
漿膜が 例であった（表 ）。腫瘍組織は円形，小型の
核を持ち，好酸性の細胞質を有する立方形から円柱状の
細胞から構成され，これら細胞が蜂巣状構築を形成して
いた（図 ）。充実結節状の辺縁部では核の柵状配列が
特徴的であった。腫瘍細胞の間質は比較的広い線維成分
によって区画される症例と狭い線維成分によって区画さ
れる症例があった。組織型は充実結節型が 例（図 ），
充実結節状と腺房状構築の混在が 例であった。
中性粘液，酸性粘液多糖類に対する染色結果では

染色， 染色とも 例が陰性を示した。銀に対する染
色結果では， 例ともグリメリウス染色に対しては陽性
（図 ），フォンタナ・マッソン染色に対しては陰性を示
した（表 ）。
免疫組織化学染色 表 ，表

神経内分泌系のマーカーとしてクロモグラニン
（ ），ニューロン特異エノラーゼ
（ ），シナプトフィジン （ ），アミ

ンのマーカーとしてセロトニン ，ポリペプチドの
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マーカーとしてガストリン （ ），ガストリン放出
ペプタイド （ ）とソマトスタチ
ン （ ）（図 ），さらに腫瘍マーカーとして

癌胎児性抗原 （ ）とヒト絨毛
性ゴナドトロピン （ ）等
を使用した。
一次抗体は表 に記載したものを使用した。
法による免疫組織化学染色の結果， 陽性は 例

（図 ）， 陽性は 例（図 ）， 陽性は 例（図 ），
陽性はなかった。 陽性は 例（図 ）， 陽性

は 例（図 ）， 陽性は 例（図 ）， 陽性は 例
（図 ）， 陽性は 例であった（図 ），（表 ）。

表 臨床所見

症例 年齢・性 症状 部位 切除方法 転移 血清病変

歳 女性 なし 前庭部 なし

歳 女性 なし 胃角対側大弯 亜全摘術 なし
高ガスト
リン血症

歳 女性 なし 前庭部 なし

歳 男性 なし 前庭部 なし

ポリープ切除術
（ ） 内視鏡的粘膜切除術

表 病理学的所見

症例 肉眼所見 大きさ 深達度 組織型

山田 型
中心部陥凹

充実結節状・腺房
様構築

様 充実結節状

山田 型 充実結節状

山田 型 充実結節状

（ ） 粘膜固有層 （ ） 粘膜下組織
（ ） 漿膜

図 胃カルチノイドの組織像．腫瘍は粘膜下組織を中心に大小
不同の胞巣を形成し，蜂巣状構築を呈する．

表 銀染色の結果

症例 染色 染色

染色
染色

表

ニチレイ

表 免疫組織化学染色

症例



図 胃カルチノイドの 染色．腫瘍細胞は充実結節状の構築を
とる．

図 胃カルチノイドのグリメリウス染色．腫瘍細胞は好銀性を
示す

図 胃カルチノイドの免疫組織化学染色．腫瘍細胞は に対
して陽性を示す

図 胃カルチノイドの免疫組織化学染色．腫瘍細胞は に対
して陽性を示す．

図 胃カルチノイドの免疫組織化学染色．腫瘍細胞は に対し
て陽性を示す．

図 胃カルチノイドの免疫組織化学染色．腫瘍細胞は に対
して陽性を示す．



図 胃カルチノイドの免疫組織化学染色．腫瘍細胞は に対
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考 察

胃カルチノイドの好発年齢は 歳 歳代であり，男
女差は認められない ）。今回の検索では平均年齢は
歳であり，男性は 例，女性は 例であった（表 ）。
胃カルチノイドによる自覚症状の出現する頻度は ％

であり，その症状は腹痛が多く，その他，不快感，膨満
感，重圧感，悪心・嘔吐等であるが， 例とも腫瘍が小
さいためか，臨床症状の出現した症例はなかった。又，

， などのホルモン産生によるカルチノイ
ドの症候群を呈する率は ％以下とされているが ），
例ともカルチノイド症候群を発現しなかった。
しかし 例は高ガストリン血症を呈した ）。阿部らに
よると消化管カルチノイドのわが国における発生頻度は
虫垂 ％，胃 ％，直腸 ％，小腸 ％の順であり，部
位別頻度の比較では日本は虫垂についで胃に多く発生す
る ）。それに対して欧米の統計では虫垂，空腸，回腸に
多い傾向がある ）。われわれの過去の検討では消化管カ
ルチノイドはの発生は直腸に多かった ）。また胃カルチ
ノイドにおいては体部，前庭部の順に発生する頻度が高
いが ），われわれの症例では 例のうち 例が前庭部に
発生した。
消化管カルチノイドは粘膜下組織を中心に緩徐に発育
する悪性度の低い腫瘍であり，発生する部位によって組
織学的に特異な形態を示すのが特徴である。
消化管カルチノイドの大きさは一般的に 以下で
その予後は良く，リンパ節，肝への転移の有無は腫瘍の
大きさ，深達度に比例する ））。
一般的に虫垂や直腸のカルチノイドは小さく，胃，小
腸および結腸のカルチノイドは大きい傾向にある ）。今
回の症例では腫瘍の大きさは 例とも 以下の小さい
ものであり， 以上の症例は存在しなかった。
カルチノイドは内視鏡的に粘膜下腫瘍の一種類として
発見されることが多い。粘膜下組織を中心に緩徐に発育



し，粘膜に浸潤してゆくと潰瘍を形成して潰瘍限局型の
粘膜下腫瘍の形態をとる ）。今回の検索では，肉眼的に
粘膜下組織を中心に山田 型から山田 型の隆起病変を
形成する症例が 例， 様の陥凹性病変が 例であり，
中心部に陥凹を形成する症例が 例あった。
腫瘍の深達度は粘膜固有層が 例，粘膜下組織に留ま
るのが 例，漿膜まで浸潤したのは 例であった。肉眼
的に 様で漿膜まで浸潤した症例も現在のところ再発
もなく経過は良好である。
消化管から発生するカルチノイドは発生部位によって
大きく 群に分類される。前腸由来では胃のカルチノイ
ド，中腸由来では十二指腸，空腸，回腸，虫垂，上行結
腸のカルチノイド，後腸由来では下行結腸， 字状結腸，
直腸のカルチノイド等が含まれる ）。消化管カルチノイ
ドは発生する部位によって銀染色に対する反応が異な
り，また病理組織学的に形態が異なる ）。銀染色に対す
る反応では， 例ともグリメリウス染色陽性の好銀性を
示した。前腸起源のカルチノイドはグリメリウス染色が
陽性，フォンタナ・マッソン染色が陰性になる傾向があ
り ） ），中腸起源のカルチノイドではグリメリウス染色
とフォンタナ・マッソン染色の両者が陽性になることが
多い ）。それに対して後腸起源のカルチノイドではグリ
メリウス染色とフォンタナ・マッソン染色の両者が陰性
になる傾向があると報告されている ） ）。前腸起源であ
る胃カルチノイドは従来の報告と同様に 例ともがグリ
メリウス染色陽性の好銀性を示した。。
免疫組織化学染色の結果， 例の胃カルチノイドは

例とも ， ， に対して陽性を示したが， 例
ともに に対しては陰性を示した。 ， と
は 例が陽性を示したが， ， は 例のみが陽
性を示した。 免疫組織化学染色の結果から ， ，
などの神経内分泌細胞系のマーカーが陽性になる傾

向が強かったが，それに対してアミン系とポリペプタイ
ド系のマーカーは症例によって多少の相異があった。
消化管カルチノイドは発生する部位によって病理組織
学的に特徴のある形態を示す ） ） ）。前腸起源のものは
索状，吻合様リボン状の形態が主体であり，中腸起源は
充実結節状が主体であり，後腸起源は索状，吻合様リボ
ン状が主体でロゼット，偽ロゼットおよび腺房様構築が
散見される。一方，曾我らは細胞配列によって組織学的
に充実結節状（ 型），索状，吻合様リボン状（ 型），
ロゼット様，偽ロゼット様，腺房状ときに腺管様構築（
型），上記のいくつかが混在するもの（混合型）に分類
している ） ）。
今回の症例 例のうち 例が充実結節状（ 型）を示
し， 例が充実結節状と腺房様構築が混在した（混合型），
しかし腺房様構築を示す部位はごくわずかであった。基
本的には 例ともに充実結節状構築を示し，前腸系カル

チノイドがとりやすい索状，吻合様リボン状の形態を示
す症例はなく，従来の報告と異なる結果であった。石河
らの 例の胃カルチノイドの報告でも 例とも充実結節
状構築を示し ），今回のわれわれの検索の結果と類似し
ていた。
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要 旨

例の胃カルチノイドの年齢は 歳から 歳で，平均
年齢は 歳，男性 例，女性 例であった。発生部位
は胃角対側大弯が 例，前庭部が 例であった。 例の
胃カルチノイドに対して銀染色と 法によ
る免疫組織化学的検索を施行した。銀染色の結果， 例
の胃カルチノイドは 例ともグリメリウス染色陽性の好
銀性を示した。
免疫組織化学染色の結果， 例の胃カルチノイドは 例

とも （ ） （ ）
（ ）に対して陽性を示したが， 例ともに

（ ）に対しては陰性を示した。
例のうち 例が 陽性， 例が 陽性， 例が
陽性， 例が 陽性， 例が 陽性を示した。

免疫組織化学的検索結果から胃カルチノイドは神経内分
泌細胞系のマーカーに対して陽性を示す傾向が強いと思
われた。
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